
１ はじめに

  この研究成果の前半部分については、平成１

６年度に教員懸賞研究論文で発表したもので

ある。ＰＩＣマイコンの基礎をはじめとして、

ユニバーサル基板回路の製作、制御方法などの

研究成果をまとめたものであった。

今回の研究は、今までの研究成果を授業に導

入して、実習用マイコンボードの製作からシー

ケンス制御実習に至るまでの教育実践報告を

する。

シーケンス制御は、ラダー図でシーケンス回

路を書きさえすれば、マイコンを動作させるこ

とができ、ワンチップマイコンＰＩＣ１６Ｆ８

４Ａをシーケンサとして動作させることがで

きる。また設計したシーケンス回路の動作を同

じパソコンの画面上でシミュレートして動作

確認することができる。シーケンサ用のラダー

回路を試験的に動作させる場合にも利用でき、

操作が簡単でシーケンス回路の教育にも最適

である。

ＰＩＣマイコンのＰＩＣ１６Ｆ８４Ａを題

材に、ハードウェア製作とプログラミングの際

に必要とされるＰＩＣの内部構造と関連知識

について理解させ、写真１や写真２のように実

験用のマイコンボードを製作した。

写真１ マイコンボードの製作

写真２ 完成品

２ 実習用マイコンボードの製作からシーケ

ンス回路制御実習に導入

平成２６年度より新たな制御実習として導

入した。この制御実習は、３年次で実施し、１

つの班が５週連続で行う。生徒一人ひとりに、

ものづくりに関する基礎的な技術を習得させ、

ラダー図より、シミュレーションの動作確認を

はじめ、マイコンに自作したプログラムを書き

込ませ、各自が製作した制御回路を用いて動作

の確認をさせる実習を行った。「ものづくり」

から、ソフトウェアの面まで踏み込んだ総合的

な実習である（図１、写真３）。

図１ 簡単な回路

           

     写真３ 完成基板

① 電子制御実習１（第１週目）

  基板に電子部品を取り付け、はんだ付けを

するときには、取り付け方向やリード線の切

断などに注意しなければならない（写真４）。

ここでは、部品の取り付け及びはんだ付けに

関する作業上の要点について学ぶ。

写真４ ハンダ付け練習
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② 電子制御実習２（第２週目）

   電子工作をする上で必ず必要となるのが

「はんだ付け」である。このはんだ付けの善し

悪し上手下手で電子工作の成功、不成功が左

右される。電子工作の動作不良の９０％がは

んだ付け不良だといわれている。

今回の実習では、はんだ付けをするときの

注意や、正しいはんだ付けの方法、約束事な

どについて学び、はんだ付けを失敗しないよ

うにする（写真５）。

      写真５ 電子回路製作（ｽｽﾞﾒｯｷ線）

③ 電子制御実習３（第３週目）

  電子工作でよく使う電子部品を説明する。

どの部品にもいくつかの種類があり、それぞ

れに性能や特徴がある。それら特徴を知った

上で、最適な部品を選ぶことが必要である。

特に回路図内ではこの種類が特定されないの

で、部品の特徴を当てはめて選択をする、最

低限必要とされる常識について説明する（写

真６）。

写真６ 実習風景

④ 電子制御実習４（第４週目）

今回の実習では、ラダー図のシーケンス回

路からＰＩＣマイコンのプログラムを作成す

る方法を学び、前回実習で作成した、ＬＥＤ

点滅回路を使って動作確認を行い、その手順

についても理解をする（写真７）。

              写真７ 実習風景         

⑤ 電子制御実習５（第５週目）

はじめてシーケンス制御を学習する基礎知

識を、ここで取り扱うことにする。まず最初

に「シーケンス制御とは何か」また「どのよ

うな制御方式があるか」を学習する。そして、

制御回路で使用される押しボタンスイッチの

構造などについて理解し、それらを用いた簡

単な回路のシーケンス図やタイムチャート、

真理値表などが作成でき、書けるようになる

ことを目的とする（写真８）。

写真８ ラダー図の動作確認

３ おわりに

今回の研究は、今までの研究成果を授業に導

入して、実習用マイコンボードの製作からシー

ケンス制御実習に至るまでの教育実践報告を

した。

シーケンス制御は、ラダー図でシーケンス回

路を書きさえすれば、マイコンを動作させるこ

とができ、ワンチップマイコンＰＩＣ１６Ｆ８

４Ａをシーケンサとして動作させることがで

きる。

また、設計したシーケンス回路の動作を同じ

パソコンの画面上でシミュレートして、よりわ

かりやすく授業を展開することができた。

生徒から意見を聞くと、電子回路の製作から

その制御に至るまでの内容であったので大変

わかりやすかったという意見が多かった。

ただし、実習時間が足りないことや電子回路

の製作に時間がかかるため、基礎的な回路で展

開したいと考えている。

この研究成果をさらに発展させ、より新しい

実習テーマを導入して、Ｃ言語にとらわれず、

数多くの制御方法を考え、生徒に分かりやすい

方法で実習を展開したい。
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